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Summary
What isʠassimilationʡorʠassimilationism?ʡThere has been extensive,
varied and excellent previous research conducted on this issue. Below,
this paper will objectively examine the system of legal governance in
pre-World War II Japan-occupied Korea through legally instituted
Imperial nationalistʠassimilation.ʡDue to changes to the Education Law
of Korea, the main purpose of which was to teach Japanese language and
culture to its subjects, and the severe application of laws suppressing
political dissent that underpin it, e.g. the Public Security Preservation
Law, this paper seeks to clarify the true nature of the tragedy of Imperial
subjection. During this period, the anti-Japanese independence move-
ment among Korean youth frequently issued manifestos calling forʠthe
overthrow of colonial slave education.ʡAbove all, it must be noted that
after repeated changes to the Education Law of Korea, the Wartime































zones. The principle of willingness to die for the Empire, promoted by
colonial university professors in line with the spirit of the times, is also
deserving of criticism. Colonialʠassimilationʡcarried out in the name of











































































































寧の所説を中心に…⽜⽝札幌学院法学⽞第 34 巻第⚑号（2017）53 頁以下。
（⚔) ｢朝鮮教育令⽜の集大成は、朝鮮青年に向けた第五次朝鮮教育令というべ






















































年、1906 年）が併用され、その第 195 条⽛政府ヲ転覆シ又ハ其ノ他政事ヲ変更
セシムカ為乱ヲ作リタル者ハ絞ニ処ス⽜を駆使して処罰した幾多の判例が残
されている。拙著⽝朝鮮植民地統治法の研究⽞（前掲）、17 頁、21 頁、71 頁～
72 頁等。さらに新たに布かれた治安法、すなわち⽝朝鮮駐剳憲兵条令⽞（1910











界⽞第 801 号（2010）228 頁、231 頁；さらに先行の戸塚悦朗⽛安重根裁判の
不法性と東洋平和⽜⽝龍谷法学⽞第 42 巻第⚒号（2009）272 頁以下を参照。
（⚗) ｢日韓併合⽜以前に、朝鮮の人々の表現の自由、出版の自由を奪った法律














































































































































































































































































pleasure in making Koreans better Koreans only.）。我われは、朝鮮が朝鮮的
なものに誇りをもち、さらにはキリスト教とその教えを通じて完全無欠な朝
鮮人になることを希望している⽜を理念として掲げていた。L.G. Park, The

















































スル犯罪処罰ノ件⽜（1919 年、制令⚗号）違反が 204 人、刑法（騒擾罪）違反
が 1,851 人、その他 70 人と記録されている。ただし、⚓月から 12 月までに、





































































































































































































































































































































































州学生事件との関りの中で─⽜⽝和洋女子大学紀要⽞第 40 集・文系編（2000 年
⚓月）45 頁以下。すなわち、梨花女子高等普通学校における抗日学生運動の
主導者崔福順などの敬虔な言行がみられる。47 頁以下。なお⽝光州抗日学生



























































































































































































































（37) 宋建鎬著⽝韓国現代史論⽞（韓国神学研究所、1984）385 頁～391 頁。また、
辞書の編纂事業が⽛朝鮮独立ノ根本目的ニ副ウ⽜ことが、犯罪構成要件に触れ
可罰された経緯について、熊谷明泰⽛治安維持法下の朝鮮語学会事件⽜⽝人権
問題研究室紀要⽞（関西大学）2006 年第⚔号、117 頁～118 頁。




































































裁判資料の意味⽜⽝立命館平和研究⽞第 12 号（2011.3）11 頁～25 頁を掲記し
ておきたい。

























































































































































別志願兵令⽜（勅令第 95 号）が制定された。1938 年のことである。しか
し、⽛陸軍特別志願兵令⽜による⽛志願⽜のみでは⽛兵⽜の確保が至難に
なると、朝鮮総督府は急遽、朝鮮青年に対して⽛朝鮮青年特別錬成令⽜











































































































勅令第 320 号）及び⽝戦時教育令公布ニ関スル訓令⽞（1945 年、総督府訓














































（41) 横田喜三郎⽛尾高朝雄⽝実定法秩序論⽞紹介⽜⽝法学協会雑誌⽞第 16 巻第
⚙号（1942）108 頁。

















界雑誌⽞第 17 巻第⚘号（1939）155 頁以下、同第 17 巻第⚙号（1939）159 頁





















































となる。李恒寧⽛肇国の精神と法律⽜（前掲）第 17 巻第⚙号 169 頁、171 頁～
172 頁など。
（48) 李恒寧⽛肇国の精神と法律⽜（前掲）第 17 巻第 10 号 135 頁。





































社、1985）94 頁以下、とくに 109 頁以下参照。さらに宮田節子には論文⽛内鮮
一体・同化と差別構造⽜⽝朝鮮の近代史と日本⽞（大和書房、1987）141 頁以下
がみられる。










（55) 尾高朝雄⽛朝鮮教学論⽜Ⅰ、⽝文教の朝鮮⽞第 219 号（1944）14 頁～15 頁。


























































































































































































































































⽝札幌学院法学⽞第 13 巻第⚑号（1996）19 頁。
（59）⽝高等警察要史⽞（慶尚北道警察部、昭和九年、1934）、299 頁～301 頁。
付記：この拙論は、札幌学院大学法学部主催の 2019 年公開講座リレー講義⽝法
政総合講座 B⽛人権と法⽜⽞、第⚓回⽛法治としてのʠ同化ʡと人権─皇国臣民化
と新疆ウイグル族への中国化⽜（10 月⚙日）の配布資料に加筆したものである。
先ず、講義の前半部分をʠ戦前朝鮮の⽛皇国臣民化⽜と人権…法治としての⽛同
化⽜…ʡとしてまとめ、判例を補い、李恒寧の⽛肇国論⽜、⽛自由を放棄する罪⽜
論を挿入し、幾多の註を以てこれを補完したものである。
次いで後半部分は、ʠ新疆ウイグル族への⽛中国化⽜と人権…法治としての⽛同
化⽜（続）…ʡとしてまとめ、少数民族自治の主張と⽛新疆ウイグル自治区過激
化除去条例⽜（2018）の問題点を指摘し、その言語と宗教に対する規制をめぐる
中国内の諸説を紹介し、多民族国家中国の法治と人権の在り方について小稿す
る予定である。
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